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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
動力的に駆動されて釘を打撃するようにされたドライバと、該ドライバを摺動案内する射
出口を形成しているノーズ部及び、多数の直状に連結された連結釘が装填されるとともに
前記射出口内へ連結釘を順次供給するようにした一対の側壁を備えた直状のマガジンとを
備え、前記マガジンからノーズ部の射出口内に供給された連結釘の先頭の釘を前記ドライ
バによって打撃して射出口から打ち出すようにした動力駆動釘打機において、
前記マガジンは、前記一対の側壁の其々に互いに対向し合うよう形成されて前記連結釘の
側面と係合して該連結釘の釘軸部の一部を誘導案内するガイド部と、前記ガイド部よりも
前記ノーズ部の基端側に位置するよう前記一対の側壁の一方に形成されて前記マガジンに
装填された前記連結釘を前記射出口の側へ付勢するプッシャを案内する開口部と、前記ガ
イド部よりも前記ノーズ部の先端側に位置するよう前記一対の側壁の一方に形成されて前
記マガジンを前記ノーズ部に取り付ける第１取付部と、前記ガイド部よりも前記ノーズ部
の基端側に位置するよう前記一対の側壁の他方に形成されて前記マガジンを前記ノーズ部
に取り付ける第２取付部と、前記第１取付部の近傍から前記連結釘の釘先側に位置する部
位を経て前記第２取付部の近傍へ至る部位に形成された切欠き部とを備え、前記第１取付
部と前記第２取付部とを介して前記ノーズ部に取り付けられることで、前記射出口内を前
記開口部と前記切欠き部とから臨めるように設けられていることを特徴とする動力駆動釘
打機。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、圧縮空気や燃焼ガスの圧力等によってシリンダ内に収容されているピストン
を衝撃的に駆動して、該ピストンに結合されたドライバによってノーズ部の射出口内に供
給された釘やピン等のファスナを木材やコンクリート又は鋼板等の被打込材へ打ち込むよ
うにした動力駆動釘打機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　動力駆動釘打機として、シリンダ内に圧縮空気を導入することによって、シリンダ内に
収容されているピストンを駆動し、ピストンに結合されているドライバによって木材等の
被打込材へ釘を打ち込むようにした圧縮空気駆動釘打機や、ハウジング内に燃焼室が形成
されるとともに、この燃焼室内で可燃性ガスを燃焼させることによって高圧の燃焼ガス発
生させて、この燃焼ガスをピストンに作用させてシリンダ内で衝撃的に駆動させ、該ピス
トンに結合されたドライバによって釘を鋼板やコンクリートへ打ち込むようにした燃焼ガ
ス駆動釘打機等が知られている。
【０００３】
　このような動力駆動釘打機では、ハウジング内にシリンダと該シリンダ内に摺動自在に
収容されたピストン及びピストンの下面側に一体に結合されたドライバ等からなる衝撃機
構が収容されるとともに、このハウジングの下方に釘を工作材に向けて打ち出し案内する
射出口が形成されているノーズ部が結合されており、シリンダ内に収容されている衝撃機
構のピストンの下面に結合されたドライバがこの射出口内に収容されて案内されている。
そして、このノーズ部の射出口内に供給された釘を前記打撃機構のドライバによって打撃
して、ノーズ部の先端側に配置された被打込材へ打ち出すようにされている。
【０００４】
　上記のような動力駆動釘打機では、ノーズ部の射出口内へ釘を連続的に供給するために
、多数の釘が互いに軸部で連結された連結釘を装填できるようにしたマガジンが前記ノー
ズ部に連結されている。動力駆動釘打機で使用される比較的大きな寸法の釘は、釘の軸部
が互いに並行となるように平面状に並べた状態で互いの軸部を連結帯によって連結した直
状の連結釘として形成されており、このような直状の連結釘を使用する動力駆動釘打機で
は、マガジンが前記直状の連結釘の両側面を案内する両側壁によって直鞘状に形成されて
おり、この直鞘状のマガジンの前端部がノーズ部の後方側に連結して取り付けられている
。そして、ノーズ部の後方側に形成された開口を介して直鞘状のマガジンの内部と前記射
出口内とが連通されて、マガジン内に装填されている連結釘の先頭の釘が順次ノーズ部の
射出口内へ供給されるようにしている。
【０００５】
　更に、上記のような動力駆動釘打機では、射出口内に配置された釘がドライバによって
打撃されて射出口から打ち出される際に、釘が座屈する等によって射出口内で詰まってし
まうことが希に発生する。このように射出口内で詰まった釘は射出口内で曲がったり又は
ドライバと固く係合してしまっていることが多く、このような釘を射出口内から排除する
には詰まった釘に直接ポンチ等の工具を係合させてハンマで衝撃を与えることによって除
去するようにしている。通常のマガジンではマガジン内に装填されている連結釘を射出口
の方向へ押圧付勢させるプッシャが形成されており、このプッシャを後方へ移動操作する
操作部をマガジンの側面側へ露出させるための開口がマガジンの側面に沿って形成されて
おり、この開口の部分によって射出口の一部が露呈されているが、この開口はノーズ部の
上部に形成されており、通常の釘詰まりが発生する射出口の下方部分へポンチ等の工具を
挿入することができない。
【０００６】
　射出口内で釘が詰まった時に釘が詰まっている射出口を外部に開放させるために、射出
口を形成しているノーズ部の前方部分の一部を別の部品として開閉可能に形成して、この
部分を開閉することによって釘が詰まった射出口を外部に露呈させるようにした動力駆動
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釘打機が既に提案されている。この技術によれば、射出口を形成しているノーズ部の前方
部分に、射出口の前方壁の一部を前方プレートとしてノーズ部に対して開閉可能な別部材
として形成し、通常時には閉鎖位置に配置されているこの前方プレートを射出口内で釘が
詰まった場合に開放位置へ回動させて、射出口の内部を開放させて射出口内で詰まってい
る釘にポンチ等の工具が係合できるようにしている。
【特許文献１】特開２００２－３３７０６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　通常の動力釘打機では、ノーズ部に連結されているマガジンをノーズ部から取り外して
、このマガジンの先端部分をノーズ部の射出口から離れる方向へ回転させたりして射出口
を開放させて、射出口内で詰まった釘をポンチ等の工具で突き出させて取り除いているが
、マガジンをノーズ部から取り外すにはマガジンをノーズ部に取り付けているボルト等を
弛緩させるためのドライバやレンチ等の工具が必要であり、また射出口内から詰まった釘
を除去した後でマガジンをノーズ部へ取り付ける際にもこれらの工具を再度使用する必要
がある。このような工具を使用してのマガジンの取り外しと取り付けの操作が極めて煩わ
しいという問題があった。
【０００８】
　また、前述の公知の動力釘打機のように、ノーズ部の前方側に開閉可能な前方プレート
を形成したりまたはノーズ部とマガジンの間に開閉可能なドア部を形成して、これらの前
方プレートやドア部を開放してノーズ部の射出口を開放させることによって、射出口内で
詰まった釘を容易に除去することができるものであるが、このような動力釘打機では、ノ
ーズ部に射出口内を開放させるための開放可能なプレートや、又は、ノーズ部とマガジン
の間に開閉可能ドア部等の別部品を形成する必要があり、更にこれらのプレートやドア部
を通常時に閉鎖位置に保持させておくためのラッチ機構等の部品が必要となり、これらの
部品の追加によって重量が増加したり更にコストアップの要因となってしまうという問題
があった。
【０００９】
　本発明は、ノーズ部の射出口を開放させるための開閉可能な別部品を形成したり、又は
、マガジンをノーズ部から取り外しする煩わしい操作が不要で、ノーズ部の射出口内で詰
まった釘を容易に除去することが可能な動力駆動釘打機を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため本発明の動力駆動釘打機は、動力的に駆動されて釘を打撃する
ようにされたドライバと、該ドライバを摺動案内する射出口を形成しているノーズ部及び
、多数の直状に連結された連結釘が装填されるとともに前記射出口内へ連結釘を順次供給
するようにした一対の側壁を備えた直状のマガジンとを備え、前記マガジンからノーズ部
の射出口内に供給された連結釘の先頭の釘を前記ドライバによって打撃して射出口から打
ち出すようにした動力駆動釘打機において、前記マガジンは、前記一対の側壁の其々に互
いに対向し合うよう形成されて前記連結釘の側面と係合して該連結釘の釘軸部の一部を誘
導案内するガイド部と、前記ガイド部よりも前記ノーズ部の基端側に位置するよう前記一
対の側壁の一方に形成されて前記マガジンに装填された前記連結釘を前記射出口の側へ付
勢するプッシャを案内する開口部と、前記ガイド部よりも前記ノーズ部の先端側に位置す
るよう前記一対の側壁の一方に形成されて前記マガジンを前記ノーズ部に取り付ける第１
取付部と、前記ガイド部よりも前記ノーズ部の基端側に位置するよう前記一対の側壁の他
方に形成されて前記マガジンを前記ノーズ部に取り付ける第２取付部と、前記第１取付部
の近傍から前記連結釘の釘先側に位置する部位を経て前記第２取付部の近傍へ至る部位に
形成された切欠き部とを備え、前記第１取付部と前記第２取付部とを介して前記ノーズ部
に取り付けられることで、前記射出口内を前記開口部と前記切欠き部とから臨めるように
設けられていることを特徴とする。
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【発明の効果】
【００１１】
　本発明の動力駆動釘打機では、前記マガジンは、前記一対の側壁の其々に互いに対向し
合うよう形成されて前記連結釘の側面と係合して該連結釘の釘軸部の一部を誘導案内する
ガイド部と、前記ガイド部よりも前記ノーズ部の基端側に位置するよう前記一対の側壁の
一方に形成されて前記マガジンに装填された前記連結釘を前記射出口の側へ付勢するプッ
シャを案内する開口部と、前記ガイド部よりも前記ノーズ部の先端側に位置するよう前記
一対の側壁の一方に形成されて前記マガジンを前記ノーズ部に取り付ける第１取付部と、
前記ガイド部よりも前記ノーズ部の基端側に位置するよう前記一対の側壁の他方に形成さ
れて前記マガジンを前記ノーズ部に取り付ける第２取付部と、前記第１取付部の近傍から
前記連結釘の釘先側に位置する部位を経て前記第２取付部の近傍へ至る部位に形成された
切欠き部とを備え、前記第１取付部と前記第２取付部とを介して前記ノーズ部に取り付け
られることで、前記射出口内を前記開口部と前記切欠き部とから臨めるように設けられて
いるので、ノーズ部に開閉可能な前方プレートを形成したりまたはノーズ部とマガジンの
間に開閉可能ドア部を形成したり、または、マガジンをノーズ部から取り外す煩わしい操
作をすることなく、マガジンに形成した開口部と切欠き部からノーズ部の射出口内で詰ま
った釘へポンチ等の工具を係合することができ、動力駆動釘打機の重量やコストを増加さ
せることなく、ノーズ部の射出口内で詰まった釘を容易に除去することが可能となる。殊
に、一対の側壁の他方側にガイド部よりも上方側に位置するよう第２取付部を設けたので
、一対の側壁の他方側の切欠き部を大きく開口させることができ、射出口内で詰まった釘
の除去をより好適に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明は、ノーズ部に開閉可能な別部品を形成したり、又は、マガジンをノーズ部から
取り外す必要がなく、ノーズ部の射出口内で詰まった釘を容易に除去するという目的を、
前記マガジンは、前記一対の側壁の其々に互いに対向し合うよう形成されて前記連結釘の
側面と係合して該連結釘の釘軸部の一部を誘導案内するガイド部と、前記ガイド部よりも
前記ノーズ部の基端側に位置するよう前記一対の側壁の一方に形成されて前記マガジンに
装填された前記連結釘を前記射出口の側へ付勢するプッシャを案内する開口部と、前記ガ
イド部よりも前記ノーズ部の先端側に位置するよう前記一対の側壁の一方に形成されて前
記マガジンを前記ノーズ部に取り付ける第１取付部と、前記ガイド部よりも前記ノーズ部
の基端側に位置するよう前記一対の側壁の他方に形成されて前記マガジンを前記ノーズ部
に取り付ける第２取付部と、前記第１取付部の近傍から前記連結釘の釘先側に位置する部
位を経て前記第２取付部の近傍へ至る部位に形成された切欠き部とを備え、前記第１取付
部と前記第２取付部とを介して前記ノーズ部に取り付けることにより実現したものであり
、以下に本発明の更に具体的な実施例を説明する。
【実施例１】
【００１３】
　図は本発明の実施例にかかる動力駆動釘打機を示すもので、動力駆動釘打機１は、衝撃
機構を収容しているハウジング２と、釘を被打込材へ向けて案内する射出口が形成される
とともに前記ハウジング２の下端部に取り付けられているノーズ部３と、前記ハウジング
２の後方側に一体に形成されているグリップ部４と前記ノーズ部３の後方側間で支持され
るとともに多数の釘を収容しているマガジン５とによって構成されている。そしてこの動
力駆動釘打機１は、通常時には前記ノーズ部３の先端方向に突出して配置されたコンタク
ト部材６を備えており、このコンタクト部材６を被打込材と当接させてノーズ部３に沿っ
てスライド作動させるとともに前記グリップ部４の基部に形成されているトリガ７を操作
することによって起動されるようにされている。
【００１４】
　図２に示すように、この実施例の動力駆動釘打機１は燃焼ガスの圧力によってピストン
を駆動させるようにした燃焼ガス駆動式の釘打機として構成されている。動力駆動釘打機
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１の前記ハウジング２内には下面側に釘を打撃するドライバ８を一体に結合したピストン
９を収容しているシリンダ１０が収容されており、該シリンダ１０の上端に可燃性ガスを
燃焼させるための燃焼室１１が形成され、前記シリンダ１０内に収容されているピストン
９の上面がこの燃焼室１１に臨まされている。この燃焼室１１内で可燃性ガスを燃焼させ
ることによって生じる燃焼ガスの圧力によって前記ピストン９をシリンダ１０内で駆動さ
せるようにしている。可燃性ガスは例えばガスボンベのような容器に装填されてハウジン
グ２内に装着されており、前記コンタクト部材６を操作することによって燃焼室１１を密
閉させるとともにこの密閉された燃焼室１１内に可燃性ガスを供給させるようにしており
、燃焼室１１内の空気と混合されて混合気体が生成され、前記トリガ７を操作することに
よってこの混合ガスに点火して燃焼室１１内に高圧の燃焼ガスを生成し、この燃焼ガスを
前記ピストン９に作用させてシリンダ１０内で駆動させるようにしている。
【００１５】
　図２に示すように、ハウジング２の下部に取り付けられている前記ノーズ部３には、釘
を被打込材へ向けて打ち出し案内する射出口１２が形成されており、この射出口１２内に
前記ピストン９に結合されているドライバ８が収容されて摺動可能に案内されている。更
に、この射出口１２はノーズ部３の後方側に連結されている前記マガジン５と連通されて
おり、マガジン５内に装填されている釘が順次射出口１２内へ供給されるようにしている
。そして、燃焼ガスによって前記ピストン９がシリンダ１０内で駆動されることによって
ドライバ８が射出口１２内で駆動されて、射出口１２内に供給されている釘を射出口１２
内からノーズ部３の先端に配置されている被打込材へ向けて打ち出すようにしている。
【００１６】
　上記動力駆動釘打機１で使用される釘は、多数の釘を各釘の軸部が互いに並行となるよ
うに平面状に並べた状態で各々の釘の軸部間を合成樹脂等の連結帯によって連結した直状
の連結釘として形成されており、前記マガジン５はこのような直状の連結釘の両側面を案
内するための一対の側壁１３、１４を備えた直鞘状に形成されている。図３に示すように
、このマガジン５には、マガジン５内に装填された連結釘の最後尾の釘と係合して連結釘
をマガジン５の前方へ向けて押圧付勢させるプッシャ１５が配置されており、マガジン５
の一方側の側壁１３には、前記プッシャ１５を後方側へ引き戻し操作するための操作部１
５ａをマガジン５の側面に露出させるための開口部１６がマガジン５の長手方向に沿って
形成されている。
【００１７】
　図４に示すように、前記マガジン５の前端部は前記ノーズ部３の後方側に向いた面に連
結されており、所定の間隔を隔てて相対して配置されている前記一対の側壁１３、１４の
間に形成されている連結釘収容部１７が、ノーズ部３の後方側に形成されている開口１８
を介して射出口１２内と連続されている。マガジン５の連結釘収容部１７内に装填された
連結釘が連結釘の最後尾の釘と係合される前記プッシャ１５によってマガジン５の前方へ
向けて付勢して押圧供給されることによって、連結釘の最前の釘が前記開口１８からノー
ズ部３の射出口１２内へ供給されるようにされている。
【００１８】
　更に、図５に示すように、マガジンの前記両側壁１３、１４の内側面には、マガジン５
の連結釘収容部１７内に装填された連結釘の両側面を誘導案内するガイド部１９が互いに
対向するように形成されており、このガイド部１９には外周面の一部を連結釘収容部１７
内へ露出させるようにそれぞれ一対の側壁１３、１４に埋め込まれたガイドロッド２０が
設けられている。このガイドロッド２０は鋼材等の耐摩耗性の大きな材料により形成され
ており、マガジン５内で移動する連結釘をこのガイドロッド２０に接触させて案内させる
ようにして、連結釘との摩擦によってアルミニウムや合成樹脂等の素材で形成したマガジ
ン５の本体部分が摩耗してしまうことを防止している。同様に連結釘の頭部を収容する部
分にも鋼材によって形成されている頭部ガイド２１が形成されており、釘の頭部との摩擦
によってマガジン５の本体部分が摩耗するのを防止するようにしている。なお、ガイドロ
ッド２０は連結釘の誘導案内を好適に行うために、ガラス繊維を含んだナイロン樹脂等の
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自己潤滑性と耐摩耗性を備えた樹脂材料を用いてもよい。この場合、鋼材等を用いた場合
に比べてコストの低減、重量の軽減化が計れる利点を有する。
【００１９】
　前記ガイド部１９はこの動力駆動釘打機１で使用する最も短いサイズの連結釘の釘軸部
の先端に近い部分の側面を案内するように設定されており、一方の側壁１３に形成されて
いる前記開口部１６はこのガイド部１９よりもノーズ部３の基端側（図５の紙面上方側）
に形成されている。そしてこの側壁１３の先端部の前記ガイド部１９のノーズ部３の先端
側（図５の紙面下方側）にはこの側壁１３をノーズ部３へ取り付けるための第１取付部２
２が形成されている。また、他方側の側壁１４の前端には前記ガイド部１９よりもノーズ
部３の先端側部分の側壁を切除した切欠き部２３が形成されており、更に、前記ガイド部
１９よりもノーズ部３の基端側部分の側壁１４にはこの側壁１４を前記ノーズ部３へ取り
付けるための取付部２４が形成されている。
【００２０】
　ノーズ部３にはマガジン５の一対の側壁１３、１４に各々形成されている第１取付部２
２と第２取付部２４とに対応した各々の取付片２５、２６がノーズ部３の後方側に向けて
一体に突出して形成されており、これらの取付片２５、２６を前記マガジン５の第１取付
部２２と第２取付部２４に嵌合させてそれぞれボルト２７によってマガジン５の前端部を
ノーズ部３へ取り付けている。なお、図１に示すように、マガジン５の後部はブラケット
２８を介して前記グリップ部４の後端に連結されている。
【００２１】
　上記のように、マガジン５の一方側の側壁１３には開口部１６が側壁１３の前端まで形
成されており、マガジン５をノーズ部３に取り付けた状態ではこの開口部１６を介して前
記ガイド部１９よりノーズ部３の基端側に位置するノーズ部３の射出口１２内が常時臨む
ことになり、この開口部１６の部分から射出口１２内で詰まった釘へポンチ等の工具を適
用させて詰まった釘を除去することが可能となる。また、他方の側壁１４の前端部には前
記ガイド部１９よりもノーズ部３の先端側の部分に切欠き部２３を形成しているので、マ
ガジン５をノーズ部３に取り付けた状態で前記切欠き部２３を介して前記ガイド部１９よ
りノーズ部３の先端側に位置するノーズ部３の射出口１２内が常時臨むことになり、この
切欠き部２３からノーズ部３の射出口１２内で詰まった釘へポンチ等の工具を適用させて
詰まった釘を除去することが可能となる。
【００２２】
　上記実施例の説明では、動力駆動釘打機１としてハウジング２内に燃焼室１１が形成さ
れ、この燃焼室１１内で生成される燃焼ガスの圧力によってピストン９を駆動して釘を打
ち込むようにした燃焼ガス駆動釘打機について説明したが、本発明は、例えば、圧縮空気
供給源からエアホース等を介して供給されている圧縮空気をシリンダ内に導入させること
によってこの圧縮空気によってピストンを駆動させて、該ピストンに結合したドライバに
よって釘を木材等の被打込材へ打ち込むようにした圧縮空気駆動釘打機においても実施す
ることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施例にかかる動力駆動釘打機を示す側面図
【図２】図１におけるＡ－Ａ線上の断面図
【図３】図１と同じ動力駆動釘打機の反対側面を示す側面図
【図４】図１と同じ動力駆動釘打機の一部を示す底面図
【図５】図３におけるＢ－Ｂ線上の拡大断面図
【符号の説明】
【００２４】
　１　動力駆動釘打機
　５　マガジン
　１２　射出口
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　１３、１４　側壁
　１６　開口部
　１９　ガイド部
　２２　第１取付部
　２３　切欠き部
　２４　第２取付部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】



(9) JP 4569252 B2 2010.10.27

フロントページの続き

(56)参考文献  実開昭６４－４６１７７（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２０００－１４１２４７（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開平６－５３０７１（ＪＰ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ２５Ｃ　　　７／００　　　　
              Ｂ２５Ｃ　　　１／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

